
九 州 大 学 経 営 協 議 会 議 事 録

○日 時： 平成１８年６月２２日（木）

１５：００～１７：００

○場 所： 九州大学伊都キャンパス

ウエスト４号館第１会議室

○出席者： （略）

【新委員の紹介】

梶山総長から、資料（名簿）により、新任委員の紹介があった。

【前回議事録等の確認】

梶山総長から、前回３月２３日に開催した平成１７年度第４回本会議

の議事録については、事前に配付の上確認頂いている旨の報告があった。

【議 題】

１ 平成１７年度計画の実施状況について

渡辺理事から、年度計画の点検・評価結果と実績報告書及び大学評価

専門委員会による点検・評価の総括について、それぞれ説明があり、審

議の結果、これを了承した。

なお、各委員から下記のとおり意見等があった。

・教育分野が遅れているとの説明であったが、計画通りに実施できな

かった場合の責任の所在等はどこにあるのか。

→教育はその現場である部局で責任をもって実施している。年

度計画の実施については、従来、責任体制が不明確なところ

もあったが、これを踏まえて高等教育機構の整備等を行った

ところである。

・各部局毎で自己点検できるようなシステムはあるのか。

→部局毎で年度計画を作成し、点検・評価を行っている。

２ 総長選考会議学外委員の選出について

任期満了（平成１８年３月末）に伴う総長選考会議学外委員７名の後

任委員の選出について、審議の結果、これまでの経験を生かすという観

点から、前委員７名を選出した。

３ 九州大学統合移転スケジュール（案）について

有川理事から、移転スケジュール第二ステージでの六本松キャンパス

移転を、箱崎キャンパスへの暫定移転から伊都キャンパスへの直接移転



とすることについて、文部科学省との協議を進める状況が整った旨の説

明があり、審議の結果、これを了承し、今後、文部科学省と協議を進め

ていくこととした。

なお、各委員から下記のとおり意見等があった。

・都心部にキャンパスを設置して社会人教育等を行っている大学があ

るが、その様な取り組みも検討して欲しい。

・六本松キャンパスの直接移転はよいことだが、全学教育を担当する

箱崎地区（文系、理学、農学等）の教員は、講義等のため、伊都、

箱崎を行き来しなければならず、反対意見が出るのは容易に予想し

うる。このため、直接移転の利点等を積極的にアピールし納得いく

ような説明をして欲しい。

４ 平成１９年度概算要求について

佐藤財務企画課長及び近藤施設企画課長から、平成１９年度概算要求

事項についてそれぞれ説明があり、審議の結果、これを了承し、今後、

役員会において重点事項の選択及び順位の検討を行い、最終的に総長が

決定することとした。

５ 伊都キャンパス学生寄宿舎の寄宿料について

山田理事から、本年７月竣工予定の学生寄宿舎寄宿料について説明が

あり、審議の結果、これを了承した。

６ 平成１７事業年度決算について

芹ヶ野決算課長から財務諸表について、ついで、宮田企画部次長から

基づき事業報告書について、さらに、佐藤財務企画課長から決算報告書

等について、それぞれ説明があり、審議の結果、これを了承した。

（ 以 上 ）


